
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
変
異
株
に

よ
る
再
度
の
感
染
拡
大
な
ど
、
ま
だ
尾
を
引
き
そ
う

で
す
。皆
様
に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
当
会
総
会
に
つ
い
て
理
事
会
で
協
議
を
行

っ
た
結
果
、
昨
年
中
止
と
な
っ
て
お
り
、
連
続
し
て

の
中
止
を
避
け
る
べ
く
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
自
粛
し
つ
つ
下
記
の
通
り
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
活
動
報
告
、
会
計
報
告
と
延
び
延
び
に

な
っ
て
い
た
役
員
改
選
を
上
程
し
ま
す
が
、
下
に
記

載
の
方
法
に
よ
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
大
勢
で
の
会
食
を
避
け
る
意
味
か
ら
、
飲

食
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
片
貝
な
ど
か
ら

の
ご
来
賓
と
の
懇
親
会
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
ご
招
待
も
自
粛
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

健
康
状
態
に
少
し
で
も
心
配
あ
る
方
は
、
出
席
を

控
え
て
い
た
だ
き
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
無
理
を
な
さ
れ

ま
せ
ぬ
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

極
力
最
小
限
の
人
数
で
の
開
催
と
し
、
出
席
さ
れ

る
方
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

日
時

令
和
３
年
６
月
27
日（
日
）

午
後
二
時
半
～
三
時
半

（
二
時
よ
り
受
付
）

会
場

東
京
新
潟
県
人
会
館

台
東
区
上
野
１
・
13
・
６

電
話０

３
・
３
９
３
２
・
７
６
１
９

会
費

飲
食
無
し
無
料

お
願
い

返
信
は
６
月
16
日（
水
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

総
会
に
上
程
す
る
事
業
報
告
、

会
計
報
告
と
延
び
延
び
に
な
っ
て

い
た
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
通
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
と
し
て
の
活
動
は
教
育
講
演

会
を
中
学
校
に
お
願
い
し
て
開
催

し
た
他
は
全
て
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
会
計
報
告
は
会
計

監
査
の
承
認
を
得
て
別
紙
の
と
お

り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

延
期
し
て
お
り
ま
し
た
役
員
改
選

に
つ
い
て
は
理
事
会
よ
り
推
薦
す

る
役
員
候
補
を
左
記
し
ま
す
の

で
、
返
信
ハ
ガ
キ
に
て
会
員
の
皆

様
の
ご
意
向
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
ご
意
向
を
参
考
に
総
会
参
加

者
で
、
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

改
選
役
員
候
補（
小
学
卒
年
）

会

長

安
達
亮
一
（
42
）

副

会

長

内
藤
富
美
子（
43
）

副

会

長

徳
永
隆
浩（
52
）

事
務
局
長

藤
塚
伸
雄（
48
）

会
計
監
査

相
崎
俊
夫（
40
）

会
計
監
査

相
崎
清
輝（
57
）

総
会
で
承
認
い
た
だ
く
役
員
は

右
記
の
通
り
で
、
そ
の
他
会
計
部

長
、
広
報
部
長
、
母
校
を
励
ま
す

会
会
長
な
ど
の
役
員
は
新
規
理
事

会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
安
達
亮
一
さ
ん
は
現
在

副
会
長
で
66
歳
、実
家
は
一
の
町
、

島
屋
さ
ん
で
あ
り
、
お
祖
父
さ
ん

が
当
会
二
代
目
会
長
の
安
達
竜
作

さ
ん
の
兄
弟
で
あ
り
ま
す
。

理
事
会

11
／
15

於

新
潟
県
人
会
館

本
田
会
長
以
下

11
名

・
経
過
報
告
、
新
年
会
開
催
是

非
、
役
員
改
選
の
件

理
事
会

12
／
13

於

新
潟
県
人
会
館

本
田
会
長
以
下

13
名

・
１
０
２
号
会
報
発
送

東
京
片
貝
会
新
年
会
中
止
１
／
31

理
事
会

４
／
18

於

新
潟
県
人
会
館

本
田
会
長
以
下

11
名

・
経
過
報
告
、
決
算
報
告
、

総
会
開
催
是
非
、
役
員
改
選

63
名
の
会
員
の
方
々
か
ら
ご
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①「
体
調
は
い
か
が
で
す
か
？
」

・
「
元
気
」
41
名
、

・
「
ま
あ
ま
あ
」
14
名

・
「
ち
っ
と
弱
っ
て
る
」
６
名
、

・
「
不
調
」
０
名
。

②
「
コ
ロ
ナ
禍
で
楽
し
め
た
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？
」

・
「
近
所
を
散
歩
」
31
名
な
ど
な

ど
、
少
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が

・
「
片
貝
に
帰
省
し
た
」
５
名

③
「
片
貝
の
実
家
や
友
人
と
ど

れ
位
の
頻
度
で
連
絡
し
て
ま
す

か
？
」

・
「
半
年
以
内
に
電
話
し
た
51
名

・
「
１
年
以
内
に
電
話
し
た
７
名

・
「
１
～
２
年
声
を
聞
い
て
い
な

い
」
１
名
、

・
「
数
年
以
上
声
を
聞
い
て
い
な

い
」
13
名
。

④
「
片
貝
で
希
望
者
の
花
火
を

打
ち
上
げ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」・
「
は
い
」
45
名
、

・
「
い
い
え
」
17
名

⑤
「
片
貝
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽

部
で
親
戚
や
知
人
が
花
火
を
揚
げ

ま
し
た
か
？
」

・
「
は
い
」
21
名

・
「
い
い
え
」
35
名

・
「
自
分
も
花
火
を
揚
げ
た
１
名

余
白
の
通
信
欄
に
も
温
か
い
励

ま
し
の
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

左
か
ら
前
列

安
達
亮
一
、
相
崎

俊
夫

後
列

内
藤
富
美
子
、
徳

永
隆
浩
、
藤
塚
伸
雄
、
相
崎
清
輝



こ
の
度
、
３
月
28
日
最
終
日
の

「
悪
疫
退
散
祈
願
奉
納
煙
火
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
町
内
を
は
じ

め
、
全
国
の
片
貝
花
火
フ
ァ
ン
の

皆
様
か
ら
１
４
０
万
円
を
超
え
る

多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
賛
を
頂

戴
し
、
無
事
に
打
ち
揚
げ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
は
、
返
礼
の
品
を
お
送
り
い
た

し
ま
し
た
の
で
ご
受
納
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
度
の
奉
納
煙
火
打
ち
揚

げ
の
記
念
と
し
て
、
永
く
お
手
元

に
置
か
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

な
お
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、

昨
年
６
月
15
日
以
来
の
一
連
の
ロ

ン
グ
ラ
ン
奉
納
煙
火
企
画
は
無
事

終
了
し
、
当
倶
楽
部
は
一
旦
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
休
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
手
探
り
の
試

み
で
も
あ
り
、
不
行
き
届
き
の
点

も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
９
ヶ
月
と
い
う
長
期
間
に
わ

た
り
、
様
々
の
か
た
ち
で
活
動
を

お
見
守
り
い
た
だ
き
、
感
謝
の
念

に
堪
え
ま
せ
ん
。

今
後
も
引
き
続
き
、
「
花
火
と

職
人
の
ま
ち

片
貝
」
に
温
か
な

ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
協
賛
総
額
１
４
０
万
２
千
円

ご
協
賛
者
数
１
４
３
名

悪
疫
退
散
祈
願
奉
納
煙
火

【
日

時
】

令
和
３
年
３
月
28
日（
日
）

午
後
７
時
～
約
15
分
間
打
ち
揚
げ

【
場

所
】

浅
原
神
社
裏
打
ち
揚
げ
場

【
内

容
】

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
マ
イ
ン

②
新
作
尺
玉
１
０
選

一
、
花
衣

～
冬
の
彩
り
～

二
、
満
天
の
星
と
シ
リ
ウ
ス

三
、
越
後
手
毬

～
ス
ラ
イ
ド
格
子
縞
～

四
、
柳
火
千
輪

五
、
柳
に
つ
ば
め

六
、
時
差
式
変
化
芯
変
化
菊

七
、
芯
入
銀
覆
輪

ス
ラ
イ
ド
牡
丹

八
、
銀
覆
輪
六
化
ス
ト
ラ
イ
プ

九
、
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ

十
、
花
衣

～
彩
り
の
世
界
～

③
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
マ
イ
ン

（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
タ
ー
マ
イ
ン
）

【
返

礼
】

ご
協
賛
金
コ
ー
ス
毎
に
特
別
煙
火

番
附
等
の
返
礼
品
を
ご
用
意

【
協

力
】

浅
原
神
社
第
五
区
社
務
、
片
貝
煙

火
協
会
、
（
有
）
片
貝
煙
火
工
業

片
貝
花
火
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部

代
表

安
達

靖（
酉
戌
会
）

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

左
記
の
方
々
か
ら
東
京
片
貝
会
へ

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

（
Ｒ
２
・
11
～
Ｒ
３
・
３
）

太
刀
川
三
郎（
15
）
、
阿
部
修
次
・

神
林
勝
夫（
21
）
、
大
塚
順
一
・
友

田
善
智
・
山
本
文
子（
22
）
、
大
坂

照
子
（
25
）、
荒
木
ム
ツ
・
石
橋
行

夫（
27
）
、
安
達
隆（
28
）
、
野
崎
真

知
子
（
29
）
、
大
塚
國
夫
・
藤
塚

悟（
31
）
、
安
達
弘（
33
）
、
山
家
恵

美
子（
35
）
、
本
田
秀
幸
・
松
井
京

子
（
37
）
、
小
野
塚
和
夫
・
芝

強（
38
）
、
安
達
亮
一（
42
）
、
内
藤

富
美
子（
43
）
、
白
石
知
子（
60
）

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

片
貝
中
２
年
の
松
井
乃
亜
さ
ん

（
表
三
之
町
）
が
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
新
潟
県
推
進
委
員

会
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
県
推
進

委
員
賞
を
受
賞
し
た
。
小
学
６
年

時
の
優
秀
賞
に
続
い
て
２
回
目
。

題
名
は
「
初
心
」
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
誹
謗
中
傷
問
題
に
つ
い
て
考
え

た
も
の
と
の
こ
と
。

■
イ
ン
ド
ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

小
千
谷
市
イ
ン
ド
ア
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
で
片
貝
ク
ラ
ブ
が
優
勝

し
た
。
８
チ
ー
ム
延
べ
１
３
３
人

が
参
加
し
、
感
染
症
対
策
を
万
全

に
、
マ
ス
ク
着
用
で
静
か
に
競
技

を
楽
し
ん
だ
。
優
勝
メ
ン
バ
ー
は

安
達
博
栄
、浅
田
實
、
小
宮
富
子
、

阿
部
尚
子
、
和
田
智
子
、
黒
崎
綾

子
の
６
名
（
敬
称
略
）
。

■
県
書
き
初
め
大
会

県
書
き
初
め
大
会
・
硬
筆
書
き

初
め
大
会
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、

毛
筆
で
片
貝
小
出
身
の
鈴
木
る
う

さ
ん
（
長
岡
附
属
中
２
年
）
の
作

品
が
県
立
近
代
美
術
館
長
賞
に
選

ば
れ
、
２
年
連
続
の
特
別
賞
受
賞

と
な
っ
た
。
準
特
選
以
上
の
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
。

《
毛
筆
》
▽
準
特
選
＝
溝
手
姫
子

（
片
貝
小
３
年
）

《
硬
筆
》
▽
準
特
選
＝
ま
つ
ば
か

ん
ざ
ぶ
ろ
う
（
片
貝
小
１
年
）

■
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

片
貝
町
の
大
通
り
の
街
路
灯
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
看

板
の
デ
ザ
イ
ン
も
刷
新
さ
れ
、
大

輪
の
四
尺
玉
花
火
と
浅
原
神
社
が

カ
ラ
フ
ル
に
描
か
れ
た
。

■
少
子
化
傾
向
歯
止
め
か
か
ら
ず

令
和
３
年
度
小
中
学
校
の
４
月

１
日
現
在
の
児
童
・
生
徒
数
が
発

表
さ
れ
た
。
総
数
は
２
５
６
３
人

で
昨
年
度
よ
り
52
人
減
少
、
５
年

前
と
の
比
較
で
は
約
１
割
減
少
し

て
お
り
、
一
段
と
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
。

（
増
減
は
令
和
２
年
５
月
１
日
比
）

▽
片
貝
小
＝
一
年
20
人
、
二
年
22

人
、
三
年
37
人
、
四
年
30
人
、
五

年
29
人
、
六
年
36
人
、
計
１
７
４

人
（
６
減
）

▽
片
貝
中
＝
一
年
25
人
、
二
年
33

人
、三
年
39
人
、
計
97
人
（
４
減
）

■
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
表
彰

片
貝
医
院
の
根
本
院
長
が
こ
の

ほ
ど（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

か
ら
令
和
２
年
度
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
と
し
て
永
年
表
彰
を
受
け

た
。
根
本
院
長
は
、
協
会
公
認
の

体
操
コ
ー
チ
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ

ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。



Ｓ
47
卒
・
山
屋
出
身

の
高
野
昭
人
で
す
。
現

在
，
町
田
市
に
あ
る
昭

和
薬
科
大
学
薬
用
植
物

園
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
高
校
卒
と
同
時
に

片
貝
を
離
れ
、
富
山
、

大
阪
、
金
沢
と
転
々
と

し
，
１
９
９
４
年
か
ら
現
在
の
職

場
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
か
ら
野
外
調
査
に
重

心
を
置
い
た
仕
事
に
つ
い
て
お

り
、
学
生
時
代
は
タ
ン
ポ
ポ
を
求

め
て
日
本
中
を
駆
け
回
り
、一
時
、

ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
、
現
在

は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
は
ま
っ
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
昨
年

来
、
行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
感

染
状
況
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
自
由

奔
放
に
未
開
の
地
を
駆
け
回
る
生

活
に
戻
れ
る
の
で

は
、
と
内
心
ム
ズ
ム

ズ
し
て
い
ま
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
や
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
に
あ
る
青

の
都
サ
マ
ル
カ
ン
ド

や
船
の
墓
場
で
有
名

な
ア
ラ
ル
海
を
擁
す
る
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
語
り

ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
生
活
を

言
い
訳
と
し
て
、
東
京
片
貝
会
の

理
事
と
し
て
の
勤
め
を
果
た
せ
て

い
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
イ
ブ
ン
・
ス
イ
ー
ナ
ー
（
英
語

名

ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
）
は
千
年
ほ

ど
前
の
ペ
ル
シ
ャ
の
大
学
者
で
、

そ
の
遺
し
た
薬
草
書（
11
Ｃ
）
の
中

に
タ
ン
ポ
ポ
が
登
場
し
ま
す
。
）

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

ご
協
力
者
名
】

左
記
の
方
々
か
ら
基
金
ご
寄
附
を

頂
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

（
Ｒ
２
・
11
～
Ｒ
３
・
３
）

太
刀
川
三
郎
（
15
）
、
阿
部
修
次

・
神
林
勝
夫
（
21
）
、
大
塚
順
一

・
友
田
善
智
・
山
本
文
子
（
22
）
、

長
岡
利
夫
・
丸
山
恭
次
（
23
）
、

溝
手
俊
一
（
26
）
、
荒
木
ム
ツ
・

石
橋
行
夫
・
佐
藤
祐
一
・
藤
塚
文

顕
・
松
岡
規
子
（
27
）
、
安
達
隆

・
黒
﨑
勝
・
品
田
紀
美
子
（
28
）
、

松
本
キ
イ
・
宮
下
愛
子
・
吉
井
均

（
29
）
、
大
塚
國
夫
・
小
野
塚
清

・
小
宮
義
興
・
藤
塚
悟
（
31
）
、

諸
我
時
夫（
32
）
、安
達
弘
（
33
）
、

工
藤
イ
ツ
・
山
家
恵
美
子
（
35
）
、

広
沢
雅
子
（
36
）
、
大
矢
と
ら
じ

・
高
野
鈴
子
・
寺
町
明
美
・
本
田

秀
幸
・
松
井
京
子
・
吉
原
敏
明

（
37
）
、
浅
井
忠
明
・
小
野
塚
和

夫
・
芝

強
・
本
田
利
美
・
吉
田

邦
男
（
38
）
、
佐
藤
正
志
・
谷
内

弘
（
39
）
、
相
崎
俊
夫
・
太
刀
川

和
雄
（
40
）
、
安
達
徹
（
41
）
、

安
達
亮
一
・
勝
又
一
司
（
42
）
、

内
藤
富
美
子
・
藤
塚
弘
（
43
）
、

深
江
久
美
子
・
藤
塚
伸
雄
（
48
）
、

安
達
良
喜
・
堀
井
ひ
と
み
（
54
）
、

佐
藤
潤（
55
）
、吉
田
貴
裕
（
56
）
、

相
崎
清
輝（
57
）
、友
田
啓
（
58
）
、

白
石
知
子（
60
）
、小
林
秀
明
（
63
）、

小
椎
尾
ふ
ゆ
か
（
Ｈ
２
）

母
校
を
励
ま
す
会
が
発
足
し
て

40
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
毎

年
小
・
中
学
校
へ
の
図
書
費
の
贈

呈
と
同
窓
生
に
よ
る
教
育
講
演
会

を
欠
か
さ
ず
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
郷
里
の
後
輩
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
と
活
躍
を
願
っ
て
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
あ
っ
て
こ

そ
の
歩
み
で
す
。

し
か
も
総
会
な
ど
お
互
い
に
顔

を
合
わ
せ
る
機
会
が
延
び
延
び
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
毎
号
こ
の

紙
面
で
掲
載
し
て
い
る
と
お
り
、

数
多
く
の
東
京
片
貝
会
の
皆
さ
ま

か
ら
変
わ
ら
ず
基
金
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
心
強
い
か

ぎ
り
で
あ
り
、
こ
こ
に
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
教
育
講
演
会
は
小
・
中

学
校
の
先
生
が
た
や
中
学
校
同
窓

会
な
ど
地
元
片
貝
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
例
年

ど
お
り
開
催
で
き
る
よ
う
今
年
も

用
意
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
存
じ

の
と
お
り
講
師
に
は
50
歳
を
迎
え

記
念
行
事
に
何
か
と
慌
た
だ
し
い

同
級
会
か
ら
毎
年
ご
登
壇
願
っ
て

お
り
、
今
年
も
こ
こ
に
ご
案
内
の

と
お
り
早
々
に
決
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
温
か
い

励
ま
し
を
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
母
校
へ
の
ご
支
援
を

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
に
よ
り
、
教
育
講

演
会
が
延
期
か
中
止
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
教
育
講
演
会
の

開
催
要
領
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
京
片
貝
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
校
長
先

生
は
じ
め
ご
来
賓
の
東
京
片
貝
会

総
会
ご
出
席
を
自
粛
願
わ
ざ
る
を

得
な
い
た
め
、
図
書
費
贈
呈
は
小

・
中
学
校
へ
直
接
送
付
し
ま
す
。

第
39
回
教
育
講
演
会

開
催
（
内
定
）
の
ご
案
内

日
時

10
月
８
日
（
金
）

午
後
か
ら
（
予
定
）

場
所

片
貝
中
学
校
体
育
館

講
師

吉
原

忠
彦
氏

一
ノ
町
出
身

鳳
凰
会

略
歴

昭
和
62
年
片
貝
中
学
校

卒
業
後
、
小
千
谷
高
校
、
新
潟

大
学
理
学
部
を
卒
業
し
、
越
後

製
菓
株
式
会
社
に
入
社
。

現
職

越
後
製
菓
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

High-Pressure

Support
株
式
会
社

取
締
役

越
後
食
品
株
式
会
社

取
締
役

株
式
会
社
安
全
給
食
サ

ー
ビ
ス
取
締
役

株
式
会
社
高
弥
産
機

監
査
役

講
演
概
要

日
本
の
伝
統
食
で

あ
る
餅
や
米
菓
、
ご
飯
の
話
を

通
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
原
点

と
最
新
の
食
品
技
術
の
お
話
を

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。



氣
田
登
美
様（
昭
19
卒
和
進
級
友
会
）

■
あ
と
が
き

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
は
一
向
に
治
ま
る
気

配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
し
ば
ら
く

辛
抱
が
続
き
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
小
林
・
徳
永
・
安
達
・
相
崎
）

令
和
３
年
記
念
行
事
の
同
級
生

（
中
学
校
卒
業
回
）

成
人

晴
葉
会
（
第
69
回
）

せ
い
よ
う
か
い

33
歳

華
成
会
（
第
58
回
）

か
せ
い
か
い

42
歳

翠
心
会
（
第
48
回
）

す
い
し
ん
か
い

50
歳

鳳
凰
会
（
第
40
回
）

ほ
う
お
う
か
い

還
暦
み
つ
わ
会
（
第
30
回
）

■
「
悠
幸
会
」
入
会
式

片
貝
中
同
窓
会
の
入
会
式
が
行

わ
れ
、
今
年
卒
業
の
「
悠
幸
会
」

ゆ
う
こ
う
か
い

の
29
人
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。「
幸

せ
が
長
く
続
く
よ
う
に
」
と
の
思

い
を
込
め
て
同
級
会
名
を
付
け
た

と
の
こ
と
。
33
歳
厄
年
の
若
林
ひ

か
る
さ
ん
（
一
之
町
）
に
よ
る
講

演
や
片
貝
伝
統
芸
能
保
存
会
に
よ

る
木
遣
り
の
指
導
も
あ
っ
た
。

■
中
学
校

佐
藤
教
頭
先
生

11
月
の
「
ふ
る
さ
と
学
習
発
表

会
」
で
は
、
１
年
生
が
、
「
奉
納

木
遣
り
」
と
「
道
中
木
遣
り
」
を

歌
い
ま
し
た
。
２
年
生
は
、
「
花

火
・
半
纏
・
し
ゃ
ぎ
り
・
佐
藤
佐

平
治
」
に
つ
い
て
調
べ
、
画
像
や

寸
劇
で
発
表
し
ま
し
た
。
３
年
生

は
、
「
片
貝
の
よ
り
よ
い
未
来
と

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
を
考

え
、
具
体
策
を
提
言
し
ま
し
た
。

７
月
か
ら
部
活
動
は
、
新
チ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
や
コ
ン

ク
ー
ル
は
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
南
中

学
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
中
越
新

人
大
会
６
位
と
な
り
、
県
新
人
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
は
、
中
越
新
人
大
会

で
ベ
ス
ト
16
と
な
り
ま
し
た
。
野

球
部
は
、
小
千
谷
中
と
南
中
と
の

合
同
チ
ー
ム
で
、
市
内
新
人
大
会

で
優
勝
し
ま
し
た
。吹
奏
楽
部
は
、

県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に

管
楽
８
重
奏
で
出
場
し
、
銀
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

■
小
学
校

大
原
教
頭
先
生

【
も
み
の
キ
ッ
ズ
学
び
ラ
ン
ド
】

体
育
館
で
の
密
を
避
け
る
た

め
、
１
・
２
年
、
３
・
４
年
、
５

・
６
年
の
３
つ
の
部
に
分
け
て
実

施
し
ま
し
た
。
１
・
３
年
生
は
息

の
合
っ
た
合
唱
・
合
奏
を
、
５
年
生

は
半
纏
を
着
て
「
奉
納
木
遣
」
と

「
お
け
さ
・
さ
か
の
ぼ
り
」
を
披
露

し
ま
し
た
。２
・
４
・
６
年
生
は
、

総
合
の
時
間
に
調
べ
た
「
片
貝
の

職
人
」「
成
人
戦
」「
片
貝
三
尺
玉
物

語
」
を
セ
リ
フ
に
思
い
を
込
め
て

発
表
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

達
成
感
と
地
域
愛
い
っ
ぱ
い
の
学

習
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

【
鼓
笛
隊
引
き
継
ぎ
式
】

１
月
29
日
、
４
～
６
年
の
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
の
み
で
行

い
ま
し
た
。
３
か
月
前
か
ら
６
年

生
が
５
年
生
に
指
導
を
始
め
、
パ

ー
ト
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
「
指
揮

者
を
見
る
こ
と
」「
み
ん
な
と
動
き

を
合
わ
せ
る
こ
と
」
を
特
に
意
識

し
て
休
憩
時
間
も
使
っ
て
練
習
し

て
き
ま
し
た
。新
総
指
揮
か
ら
「
皆

さ
ん
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
を
し

っ
か
り
引
き
継
ぎ
ま
す
」
と
の
決

意
発
表
が
あ
り
、
新
鼓
笛
隊
の
力

強
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

【
６
年
生
を
送
る
会
】

５
年
生
に
よ
る
企
画
・
運
営
の

も
と
、
１
年
生
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

２
年
生
の
ダ
ン
ス
、３
年
生
の
「
あ

り
が
と
う
コ
ー
ル
」
、
４
年
生
の

「
く
す
玉
割
り
」
で
在
校
生
が
６

年
生
へ
感
謝
と
お
祝
い
の
気
持
ち

を
伝
え
ま
し
た
。
卒
業
生
は
Ｂ
Ｔ

Ｓ
の
カ
ッ
コ
い
い
ダ
ン
ス
を
披
露

し
、
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
１
～

５
年
生
も
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。

最
後
に
５
年
生
が
卒
業
生
か
ら
教

え
て
も
ら
っ
た
「
木
遣
天
舞
」
を

披
露
。
「
片
貝
小
学
校
を
皆
さ
ん

か
ら
引
き
継
ぎ
、
も
っ
と
明
る
く

元
気
な
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
」

と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

【
児
童
の
活
躍
】

令
和
２
年
度
後
半
も
、
絵
画
や

書
き
初
め
で
多
数
が
入
賞
、
大
活

躍
で
し
た
。
片
貝
町
民
駅
伝
大
会

に
は
小
学
生
が
６
チ
ー
ム
出
場
、

６
年
生
は
選
手
に
応
援
団
に
ク
ラ

ス
全
員
で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
中
越
学
童
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
大
会
で
は
６
年
女
子
２

㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
の
部
で
藤
塚
ま
り

さ
ん
が
準
優
勝
し
、
全
日
本
選
抜

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
で

は
、
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
、

藤
塚
美
礼
さ
ん
が
、
女
子
ク
ラ
シ

カ
ル
・
フ
リ
ー
の
両
種
目
で
優
勝

し
ま
し
た
。
小
堺
陽
日
さ
ん
は
、

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
６
位
・
フ
リ
ー

２
位
と
な
り
ま
し
た
。
二
人
と
も

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
の
名
寄
市
で
開
催
さ
れ

た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
で
は
、藤
塚
美
礼
さ
ん
が
、

中
２
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
で
２
位

（
写
真
右
側
）
、
小
堺
陽
日
さ
ん

が
、
中
２
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
位

・
フ
リ
ー
２
位
（
写
真
左
側
）
・

リ
レ
ー
５
位
（
４
走
）
の
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

第
74
回
卒
業
生
「
悠
幸
会
」
29

ゆ
う
こ
う
か
い

人
が
卒
業
し
、
25
人
の
新
入
生
を

迎
え
、
全
校
生
徒
97
人
で
、
令
和

３
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
っ
か

り
と
施
し
た
上
で
、
生
徒
は
、
学

習
や
委
員
会
活
動
、
部
活
動
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。


